
て
お
り
、
水
葬
に
伴
う
供
養
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
⑦
は
用
途
不
明

で
あ
る
が
、
樹
木
の
名
称
を
書
き
並
べ
て
い
る
。
①
は
将
棋
の
駒
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
の
う
ち
、
①
に
は
供
養
し
た
年
月
日
が
記
さ
れ
て
お
り
注
目

で
き
る
。
供
養
札
の
出
土
地
点
は
人
骨
か
ら
あ
ま
り
離
れ
て
お
ら
ず
、
水
の
流

れ
が
か
な
り
緩
や
か
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
同

一
層
か

ら
共
伴
し
た
遺
物
は
同
時
期
性
が
高
く
、
良
好
な

一
括
資
料
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
人
骨
や
供
養
札
の
周
辺
か
ら
は
、
土
師
器
皿
や
瓦
器
皿

・
瓦
器
椀
な
ど
の

多
量
の
上
器
類
、
木
沓
や
漆
塗
り
の
椀
な
ど
の
木
製
品
、
黒
漆
を
表
面
に
塗
っ

た
銅
製
帯
金
具

（丸
輛
）
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。　
特
に
瓦
器
椀
は
、
楠
葉
型

の
瓦
器
抗
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
混
じ
っ
て
和
泉
型
の
椀
が
少
量

み
ら
れ
る
。
ω
の
供
養
札
か
ら
、
建
仁
三
年

（
〓
一〇
一こ

四
月

一
八
日
、
と
い

う
こ
れ
ら
の
遺
物
の
実
年
代
を
明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
一　
広
域
下
水
道
工
事
に
伴
う
立
会
調
査

〔無
≧

〔た
己

①

　

「
＜

南

□

阿

み

□

仏

　

　

　

　

ｏ

」

　

　

　

岸
⑭
巽

呻
援

］

冨

名
号
を
記
し
た
供
養
札
で
あ
る
。
頭
部
を
山
形
に
削
り
、
両
側
か
ら
四
カ
所

に
切
り
込
み
を
い
れ
て
卒
塔
婆
形
に
す
る
。
も
う

一
端
は
徐
々
に
細
く
削
り
、

端
部
に
穿
孔
を
施
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
全
一　
鰤
木
郷
剛

．
網

伸
也
）

京
都
。
壬
生
寺
境
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
中
京
区
壬
生
榔
ノ
宮
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
七
月
を
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
澤
典
彦

・
岡
本
広
義

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡
、
寺
院

・
町
屋
に
伴
う
遺
構

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
―
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

壬
生
寺
境
内
遺
跡
は
京
都
市
の
ほ
ぼ
中
央
、
大
念
仏
狂
言

（壬
生
狂
一已
で
有

名
な
壬
生
寺
の
境
内
西
側
に
位
置
す
る
。
平
安
京
の
条
坊
復
原
で
い
う
と
こ
ろ

の
左
京
五
条

一
坊
二
町
に
相
当

す
る
。
今
回
の
発
掘
調
査
は
、

壬
生
寺
の
庫
裡
及
び
老
人
ホ
ー

ム
建
設
に
伴

っ
て
実
施
し
た
。

検
出
遺
構
は
平
安
京
と
壬
生

寺

・
町
屋
に
関
す
る
も
の
に
大

別
で
き
る
。
平
安
京
関
係
の
遺

構
は
、
朱
雀
大
路
路
面
痕
跡
と

そ
の
東
側
溝
な
ど
で
あ
る

（京

(京都西北・東北・西南・東南部)



1990年出上の木簡

都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
作

成
の
平
安
京
条
坊
復
原
座
標

よ
り
推
定
）
。
出
土
遺
物
も
、

遺
構
と
同
様
に
平
安
京

（平
安
時
代
）
と
壬
生
寺

・

町
屋

（鎌
倉
を
切
治
時
代
）

に
関
す
る
も
の
に
分
け
ら

れ
る
。
平
安
京
に
関
す
る

遺
物
は
、
朱
雀
大
路
東
側

溝
や
そ
の
周
辺
よ
り
出
土

し
た
人
形

・
斎
串
な
ど
の

木
製
品
と
須
恵
器

・
土
師

器

。
人
面
墨
書
土
器

・
土

馬

・
馬
骨
な
ど
の
祭
祀
遺

物
と
瓦
で
あ
る
。
今
回
報

告
す
る
蘇
民
将
来
札
も
、

こ
れ
ら
の
祭
祀
遺
物
に
混

じ

っ
て
出
上
し
た
。
平
安

京
の
条
坊
関
係
遺
構
以
外

の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
遺

物
は
、
壬
生
寺
に
関
わ
る

LH-286m

4 ‖i子青灰色粘土層 8 黄灰色粘質土層(瓦・小石混入)
5 暗仄褐色土層 (礫混入)  9 時青灰色粘質土層 (祭れE追物出土層)

●  オ売

1 整地上
2 ‖

“

灰褐色土層(/卜石・抱熔片混入)6「を黄褐色粘質土層    lo 茶掲色砂層 (4ヽ石混入)
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朱雀大路東側濤東西断面図

瓦
が
大
半
で
、
他
に
陶
磁
器

，
瓦
器

。
土
師
器
皿
（灯
切
皿
）
な
ど
が
あ
る
。

朱
雀
大
路
東
側
溝
は
平
面
的
に
は
往
時
の
姿
を
留
め
ず
、
壬
生
寺
や
後
世
の

町
屋
の
遺
構
の
た
め
に
、
そ
の
上
部
や
中
心
部
は
削
平
整
形
を
受
け
て
お
り
、

こ
の
地
点
か
ら
の
出
土
品
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
遺
物
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

滞
の
両
岸
と
下
部
に
東
側
溝
と
し
て
の
痕
跡
を
確
認
で
き
た
の
み
で
あ
る
。
東

側
溝
の
路
面
側
は
、
朱
雀
大
路
路
面
上
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
小

石
や
瓦
等
が
崩
れ
落
ち
埋
没
し
た
状
態
で
あ
り
、
後
世
の
影
響
は
受
け
て
い
な

い
。
祭
祀
遺
物
は
、
上
図
の
臨
９
の
暗
青
灰
色
粘
質
土
層
内
に
混
じ
る
よ
う
に

堆
積
し
、
そ
の
上
面
を
覆
う
よ
う
な
状
態
で
丸

・
平
瓦
が
出
上
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
瓦
は
形
態
的
に
平
安
時
代
前
期
の
も
の
が
大
半
で
、
そ
の
中
に
奈
良
時

代
の
も
の
も
若
千
混
じ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
出
土
状
況
よ
り
、
蘇
民
将
来
札
は
後
世
の
混
入
は
あ
り
え
ず
、

伴
出
祭
祀
遺
物
の
年
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
、
九
世
紀
初
頭
頃
の
も
の
と
考
え

る
。
こ
れ
ら
の
祭
祀
遺
物
は
、
平
安
京
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う

大
祓
に
関
わ
る
遺
物
と
み
ら
れ
、
ま
た
出
土
品
で
み
る
限
り
鎌
倉
時
代
以
降
と

考
え
ら
れ
て
い
た
蘇
民
将
来
札
に
関
わ
る
信
仰
が
、
平
安
時
代
初
期
に
お
い
て

す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔将
ヵ
〕

〔孫
ヵ
〕

①

　

「
＜
蘇
民
□
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（騒

溢
契
］
ｏ器

上
部
は
圭
頭
状
に
し
、
両
側
か
ら
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
部
は
斜
め
に
切
り

未雀大路束築地推定座標 Y軸 =-23 191km

未雀大路面痕跡



一

出
し
て
い
る
。
右
下
半
分
は
欠
損
す
る
。
ま
た
、
上
部
の
切
込
み
の
部
分
に
紐

状
の
も
の
が
巻
か
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。

「蘇
民
」

の
二
文
字
は
判
読
で
き
、

下
部
は
欠
損
の
た
め
に
不
明
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
部
分
に
墨
書
が
あ
り
、
三

文
宇
目
は
痕
跡
よ
り

「将
」
、
ま
た
下
部
に
残
る
若
千
の
墨
痕
は

「孫
」
の
一

部
と
考
え
ら
れ
る
。　
上
部

「蘇
民
」
よ
り
下
部
の
文
字
を
推
定
す
る
と
、

「将

来
子
孫
…
」
と
い
う
言
葉
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
蘇
民
将
来
札
は
、
平
安
時
代

疫
病
神
信
仰
の
展
開
を
考
え
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

岡
本
広
義

「壬
生
寺
境
内
遺
跡
発
掘
調
査
の
概
要
」
翁
元
興
寺
文
化
財
研
究
』

三
七
　
一
九
九
一
年
）

岡
本
広
義

「壬
生
寺
境
内
遺
跡
出
上
の
蘇
民
将
来
札
」

翁
元
興
寺
文
化
財
研

究
』
三
八
　
一
九
九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岡
本
広
義
）

京
都
。
里
遺
跡

所
在
地
　
　
　
一八
都
府
綾
部
市
里
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）

一
〇
月
を

一
九
九

一
年
二
月

発
掘
機
関
　
　
②
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
田
代
　
弘

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
秀
生
時
代
中
期
、
古
墳
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

里
遺
跡
は
、
綾
部
市
街
地
の
北
方
約

一
。
五
節
、
由
良
川
の
北
岸
の
標
高
四

〇
ｍ
前
後
の
低
位
段
丘
上
に
立
地
し
て
い
る
。
遺
跡
付
近
は
旧
丹
波
国
何
鹿
郡

吉
美
郷
に
属
し
、
何
鹿
郡
家
が

所
在
す
る
綾
部
郷
に
北
接
す
る

地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
は
福
知

山
盆
地
の
東
端
に
あ
た
り
、
南

は
須
知
を
経
て
丹
波
国
府
の
存

在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
亀
岡
盆

地
に
至
り
、
北
は
日
本
海
岸
の

舞
鶴
方
面

へ
抜
け
る
交
通
の
要

衝
で
あ
る
。

54321

(綾 部)




